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Ⅰ．は じ め に

わが国では，1994年に予防接種法が改正され，予防
接種は義務接種から勧奨接種へ，集団接種から個別接
種へと変更されるなど，個人の意思を尊重する接種方
法に方針が転換されている。2011年には日本小児科学
会より推奨する予防接種スケジュールや同時接種に対
する考え方が発表された。同時接種は非常にシンプル
な接種スケジュールで遂行可能であり，生後早期に必
要なワクチンを完了できる1）とした。しかし，現在，
予防接種の種類が多いことや，接種回数が複数回ある
こと，接種時期・間隔が決められているなどの理由で，
スケジュールが過密化，複雑化している。そのため，
乳幼児をもつ保護者は，さまざまなワクチンを頻回に
接種する必要があり困難を抱えていることや，子ども
の疾患の有無や保護者の勤務形態が予防接種の実施に
影響し，そのことが予防接種率にも影響を及ぼしてい
ると推察される。

現在，子どもへの予防接種の実施を決めるのは保

護者であるため，保護者が高い意識を持って予防接種
に取り組まなければ，その接種率を上げることは難し
い2）という指摘がある。近年では，母親の就労率が増
加し，平成27年度厚生労働省の国民生活基礎調査に
よると，母親の就労率は68.1％である3）。それに伴い
乳幼児の日中の保育状況は，保育所利用率は39.9％ 4），
幼稚園利用率は48.5％，幼保連携型認定こども園利用
率6.9％ 5）であり，未就学児全体の約95％以上が集団生
活をしていると報告されている。予防接種率を上げる
ためには，保護者への積極的な予防接種の接種勧奨を
していく必要があるとともに，予防接種を受けやすい
社会的な環境整備をしていかなければならない6）。今
後も母親の就労率は上昇することが予測され，乳幼児
が集団生活をするにあたり，予防接種率の向上は，感
染症予防対策として重要である。先行研究では，予防
接種に対する保護者の意識や接種状況を明らかにした
研究はあるが，ワクチン同時接種に対する保護者の意
識調査はほとんど見当たらない。本研究の目的は，乳
幼児の予防接種の実施状況と，ワクチン同時接種に対
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する保護者の意識を明らかにすることである。

Ⅱ．研 究 方 法

１．調査期間および対象者

調査は，平成26年８～９月に実施した。対象者は
A 市の14 ヶ所の認可保育所に在籍する乳幼児の保護
者1,027名とした。

２．調査手順

調査は，先行文献を参考に独自に作成した無記名の
自記式質問紙法で実施した。A 市こども保育課およ
び各保育所長に研究の趣旨について口頭と文書で説明
し同意を得た。その後，研究者が各施設に依頼文書と
質問紙を持参して，対象の保護者に保育所長より配布
していただいた。保護者が回答後に各自で封をして，
保育所に設置した回収箱に投函してもらい，２週間後
に研究者が直接回収した。

３．調査項目

調査は，先行文献を参考に作成した自記式質問紙を
用いて実施した。調査項目は，対象者の属性７項目，
予防接種の実施状況８項目，同時接種の実施状況や意
識15項目，保育所での予防接種の支援３項目，自由記
述項目の合計34項目とした（資料）。

４．分析方法

対象者の属性と予防接種の実施状況の関連，同時
接種に対する考え方については，記述統計，χ2検定
を実施した。また，各予防接種の接種状況を従属変
数，対象者の属性を独立変数とし，強制投入法による
ロジスティック回帰分析を行った。データの分析は，
SPSS Statistics 22を使用した（有意水準５％）。

５．倫理的配慮

本研究への協力は，対象者の自由意思と任意性に基
づいて行われることを文書で説明した。また，収集し

資料　質問紙の一部

Presented by Medical*Online



　330  小 児 保 健 研 究　

たデータは厳重に保管し，協力していただいた個人が
特定できないようにプライバシーを遵守し，調査結果
は研究以外の目的では使用しないこと，回答用紙の返
信をもって本調査に承諾されたと考えさせていただく
ことを文書で説明した。本研究は，所属施設の研究倫
理安全委員会の承諾を得て実施した。

６．用語の定義

同時接種とは，２種類以上のワクチン（混合ワクチ
ンを除く）を同時に同一の接種対象者に接種すること
とした。

Ⅲ．結　　　果

１．対象者の属性（表１）

調査用紙は，乳幼児の保護者1,027名に配布し，610
部（59.4％）を回収した。そのうち記載漏れなどを
除いた583部（有効回答率56.8％）を分析した。対象
者の平均年齢は35.6±4.8歳で，続柄は，母親565名

（96.9％）と父親18名（3.1％）であった。職業は，フ
ルタイム372名（63.8％）が最も多く，パートタイム
175名（30.0％）であった。子どもの疾患の有無では，
疾患なしが494名（84.7％）で，疾患あり89名（15.3％）
であった。具体的な疾患はアレルギー疾患が33名と最
も多く，循環器疾患18名，腎疾患５名，眼・耳疾患５
名，神経疾患３名等であった。

２．予防接種と同時接種の実施状況（表２）

予防接種率は出生順位が後になるほど低下する傾向
がある7）という報告があるため，複数の子どもがいる
場合には第１子について，子どもに疾患がある場合に
は疾患がある子どもについて回答していただいた。
「定期接種を受けている」は567名（97.3％）で，「任

意接種を受けている」は492名（84.4％）であった。
また，「スケジュール通りに接種できている」は471名

（80.8％）であった。予防接種に対する「困難感あり」
は365名（62.6％）で，その困難感の内容は，「種類・
回数が多い」が161名（27.7％）と最も多く，「副反応
が心配」が102名（17.6％），「予防接種の時間がとれ
ない」が79名（13.6％）等であった。また，「同時接
種を知っている」は485名（83.2％）で，そのうち同
時接種を「実施した／予定あり」が354名（73.0％），

「実施しない／予定なし」は131名（27.0％）であった。
同時接種について医師から説明を受けたか否かでは，

「受けた」が352名（72.6％）と最も多かった。

３．予防接種の接種状況と属性との関連（表３，４）

「定期接種を受けている」は，36歳以上が304名
（98.7％）に比較して，36歳未満は263名（95.6％）で
あり（p＜0.05），36歳未満を基準とした36歳以上の
オッズ比2.95（95％ CI：0.92～9.45）であった。「任
意接種を受けている」は，フルタイム327名（87.9％）
に比較してフルタイム以外165名（78.2％）であり（p

表１　対象者の属性
（n=583）

ｎ ％

年齢
20 ～ 29歳 59 10.1
30 ～ 39歳 396 67.9
40歳以上 128 22.0

続柄
母親 565 96.9
父親 18 3.1

職業

フルタイム 372 63.8
パートタイム 175 30.0
専業主婦 15 2.6
自営業 18 3.1
その他 3 0.5

子どもの人数

１人 190 32.6
２人 276 47.3
３人 96 16.5
４人 18 3.1
５人 3 0.5

子どもの疾患の有無
なし 494 84.7
あり 89 15.3

表２　予防接種と同時接種の実施状況
（n=583）

ｎ ％

定期接種の実施
受けている 567 97.3
受けていない 16 2.7

任意接種の実施
受けている 492 84.4
受けていない 91 15.6

スケジュール通りの
実施

できている 471 80.8
できていない 112 19.2

予防接種の困難感
あり 365 62.6
なし 218 37.4

同時接種の認知
知っている 485 83.2
知らない 98 16.8

同時接種の実施
（n=485）

あり / 予定あり 354 73.0
なし / 予定なし 131 27.0

医師からの同時接種
の説明（n=485）

受けた 352 72.6
受けていない 103 21.2
自分から質問した 25 5.2
無回答 5 1.0
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＜0.01），フルタイム以外を基準とするとフルタイム
がオッズ比1.87（95％ CI：1.18～2.97，p＜0.01）で
あった。また，子どもの人数１人176名（92.6％）に
比較して２人以上316名（80.4％）であり（p＜0.001），
１人を基準とすると２人以上ではオッズ比0.35（95％
CI：0.19～0.64，p＜0.01）であった。「予防接種の困
難感がある」では，フルタイム250名（67.2％），フル
タイム以外115名（54.5％）であり（p＜0.01），その
困難感の内容は，「種類・回数が多い」がフルタイム，
パートタイムでは最も多く，「経済的負担がある」が
自営業，専業主婦で多かった。フルタイム以外を基準
とするとフルタイムのオッズ比1.69（95％ CI：1.19～
2.40，p＜0.01）であった。また，子どもの疾患あり
が65名（73.0％），疾患なしが300名（60.7％）であり

（p＜0.05），その困難感の内容は，「種類・回数が多い」
が最も多かった。子どもの疾患なしを基準にすると疾

患ありのオッズ比1.76（95％ CI：1.06～2.93，p＜0.05）
であった。「同時接種を知っている」は，子どもの疾
患ありが82名（92.1％），疾患なしは403名（81.6％）
であり（p＜0.05），子どもの疾患ありのオッズ比2.78

（95％ CI：1.24～6.25，p＜0.05）であった。

４．同時接種に対する保護者の意識（表５）

同時接種を行う理由は「かかりつけ医に勧められた」
155名（35.0％）が最も多く，「通院回数が減る」121
名（27.3％）などであった。一方，同時接種をしない
理由は「漠然とした不安がある」50名（23.8％），「安
全性が確立されていない」49名（23.3％）であった。
同時接種を行う際の留意点は，「かかりつけ医の判断
に任せる」266名（63.6％）が最も多く，次に「一度
に打つ種類を制限する」67名（16.0％）であった。同
時接種についての情報源は「病院等での説明」403名

表３　予防接種の接種状況と属性との関連
（n=583）　

定期接種を
受けている

任意接種を
受けている

スケジュール 
通りできている

予防接種の 
困難感がある

同時接種を
知っている

ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％

年齢
36歳未満（n=275） 263 95.6

＊
233 84.7 218 79.3 165 60.0 234 85.1

36歳以上（n=308） 304 98.7 259 84.1 253 82.1 200 64.9 251 81.5

職業
フルタイム（n=372） 365 98.1 327 87.9

＊＊
309 83.1 250 67.2

＊＊
315 84.7

フルタイム以外（n=211） 202 95.7 165 78.2 162 76.8 115 54.5 170 80.6

子どもの 
人数

１人（n=190） 182 95.8 176 92.6
＊＊＊

159 83.7 120 63.2 164 86.3
２人以上（n=393） 385 98.0 316 80.4 312 79.4 245 62.3 321 81.7

子どもの 
疾患の有無

あり（n=89） 89 100.0 72 80.9 72 80.9 65 73.0
＊

82 92.1
＊

なし（n=494） 478 96.8 420 85.0 399 80.8 300 60.7 403 81.6
χ² 検定，＊＊＊p＜0.001，＊＊p＜0.01，＊ｐ＜0.05

表４　ロジスティック回帰分析を用いた予防接種の接種状況と属性との関連
定期接種を 
受けている

任意接種を 
受けている

スケジュール 
通りできている

予防接種の 
困難感がある

同時接種を
知っている

属性 比較 / 基準 オッズ比
（95％ CI）

オッズ比 
（95％ CI）

オッズ比 
（95％ CI）

オッズ比
（95％ CI）

オッズ比
（95％ CI）

年齢 36歳以上 / 
36歳未満

2.95
（0.92 ～ 9.45）

1.08
（0.68 ～ 1.72）

1.24
（0.81 ～ 1.90）

1.20
（0.85 ～ 1.70）

0.79
（0.50 ～ 1.24）

職業 フルタイム / 
フルタイム以外

2.42
（0.87 ～ 6.73）

1.87
（1.18 ～ 2.97）

＊＊ 1.42
（0.93 ～ 2.17）

1.69
（1.19 ～ 2.40）

＊＊ 1.31
（0.84 ～ 2.06）

子どもの 
人数 2人以上 /1人 1.96

（0.70 ～ 5.48）
0.35

（0.19 ～ 0.64）
＊＊ 0.74

（0.47 ～ 1.19）
0.95

（0.65 ～ 1.38）
0.72

（0.44 ～ 1.19）
子どもの 

疾患の有無 あり / なし ― 0.81
（0.45 ～ 1.47）

1.03
（0.58 ～ 1.84）

1.76
（1.06 ～ 2.93）

＊ 2.78
（1.24 ～ 6.25）

＊

＊＊p＜0.01，＊ｐ＜0.05
各予防接種の接種状況を従属変数，属性すべてを独立変数とし，強制投入法によるロジスティック回帰分析を行った。 
定期接種については，子どもの疾患ありが100％のため独立変数には加えなかった。
95％ CI：95％信頼区間
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（60.6％）が最も多かった。

５．同時接種に対する保護者の意見・要望（表６）

同時接種に対する保護者の意見・要望は，54件の記
述が得られた。意味の内容ごとに要約，コード化して
類似性に従って，５カテゴリー（以下，【　】）および
15サブカテゴリー（以下，「　」）を抽出した。
【十分な説明を希望】では，「安全性や効果を説明し

てほしい」，「ワクチンの説明がわからない」，「危険性
や副反応の説明をしてほしい」など同時接種に対する
説明を期待していた。【同時接種への抵抗感】は，２
種類の違う注射を打つことに抵抗を感じるため「同時
接種はしない」や「安全性への不安」，「副反応が怖い」，

「子どもへの負担が大きい」，「保護者の都合」等で同
時接種はしたくないという否定的な意見であった。【積

極的な接種】では，「楽になった」，「安全性に問題ない」，
「ありがたい」という意見がみられた。【政策への要望】
では，「安心できる接種体制にしてほしい」，「広めて
ほしい」，「単独接種を希望」等を要望していた。【同
時接種を知らない】は，同時接種の説明を聞いたこと
がない等を記載していた。

Ⅳ．考　　　察

１．予防接種と同時接種の実施状況

今回の調査において，保護者は定期接種をほぼ全員
が子どもに受けさせているが，任意接種を受けさせて
いると答えた保護者はそれに及ばなかった。また，保
護者の６割強が困難を感じていることが明らかとなっ
た。困難感の内容については「種類・回数が多い」，「副
反応が心配」という意見が多かった。予防接種を受け

表５　同時接種に対する保護者の意識
（複数回答）

ｎ ％

同時接種を行う理由（n=354）

かかりつけ医に勧められた 155 35.0
通院回数が減る 121 27.3
スケジュールに余裕ができる 80 18.1
単独接種と安全性が同じである 37 8.4
子どもが経験する恐怖の回数を減らしたい 28 6.3
免疫獲得が早くなる 15 3.4
その他 7 1.6

同時接種をしない理由（n=131）

漠然とした不安がある 50 23.8
安全性が確立されていない 49 23.3
必要性を感じない 25 11.9
子どもが同日に繰り返す痛み・恐怖を避けたい 22 10.5
ワクチンの効果が確実に得られるか不安である 19 9.0
具体的な接種方法がわからない 2 1.0
その他 35 16.7
理由不明 8 3.8

実施時の留意点（n=485）

かかりつけ医の判断に任せる 266 63.6
一度に打つ種類を制限する 67 16.0
不活化ワクチンのみ同時接種を行う 24 5.7
特に気にしない 24 5.7
生ワクチン同士の同時接種は行わない 19 4.5
初回の接種時は単独接種のみ 14 3.3
その他 4 1.0

同時接種の情報源（n=485）

病院等での説明 403 60.6
家族や友人からの情報 60 9.0
市報・保健所の通知 56 8.4
新聞・テレビ 53 8.0
育児雑誌 41 6.2
インターネット 40 6.0
その他 12 1.8
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させる理由として「感染症から守るうえで必要」や「受
けさせなければならない」，「親として子どもや社会に
責任がある」であった。これらの結果は，予防接種は
子どもの健康を守るうえで必要なものだという認識が
ありながらも，義務的な認識も存在している8）という
考えが影響していると思われる。また，同時接種につ
いて知っている保護者が多く，同時接種を実施した／
する予定ありは７割で，医師による説明に従う保護者
が多いことが明らかになった。医師を対象とした先行
研究において，同時接種を導入している医師は68％と
いう報告9）があり，医師の説明の有無が同時接種の実
施に影響していると思われる。現在，同時接種は「医

師が特に必要と認めた場合に行うことができる」とさ
れているため，医師の判断が保護者の意思決定に影響
していると考える。

２．予防接種の接種状況と属性との関連

先行研究では，保護者の属性が予防接種率に影響し
ているという報告10）がある。今回の調査においても保
護者の属性４項目との関連について分析した結果，年
齢別での差異はみられなかった。職業別では，「任意
接種を受けている」，「予防接種の困難感」においてフ
ルタイム以外と比較して，フルタイムの保護者のオッ
ズ比が高いことが明らかになった。フルタイム勤務の

表６　同時接種に対する保護者の意見・要望の自由記述
（54件）

カテゴリー サブカテゴリー コード

十分な説明を希望（21）

安全性や効果を説明してほしい（11）

同時接種のメリット・デメリットを知りたい（６）
安全性について医師がきちんと説明してほしい（２）
予防接種をする時に医師から説明してほしい（２）
予防接種の問診票へ説明を記載してほしい

ワクチンの説明がわからない（６）

可能なワクチンがわからない（２）
なぜするのかわからない（２）
情報が多くよくわからない
病院での同時接種の説明は納得できなかった

危険性や副反応の説明をしてほしい（４）
副反応を説明してほしい（３）
危険性を説明してほしい

同時接種への抵抗感（15）

同時接種はしない（４）
今後もするつもりはない（２）
２種類の違う注射を打つことに抵抗を感じる
危なそうというイメージがある

安全性への不安（４）
同時接種や予防接種の安全性に不安を感じる（３）
死亡ニュースを見て安全性へ不安を抱いた

副反応が怖い（３） 副反応が怖い（３）

子どもへの負担が大きい（２）
子どもの恐怖心や負担が大きく感じる
子どもの負担が心配なので受けていない

保護者の都合（２）
保護者の通院回数が減ることしかメリットがない
病院に行く回数を減らせるが，それは保護者の都合

積極的な接種（８）

楽になった（３）
かなり楽になった印象（２）
病院に行く回数も減って助かった

安全性に問題ない（３）
２本までと決めて行っている
かかりつけ医を信頼し任せている
安全性に問題ないことは理解できた

ありがたい（２） 子どもの体調等で予防接種が遅れるのでありがたい（２）

政策への要望（７）

安心できる接種体制にしてほしい（３）
安心して接種できるようにしてほしい（２）
すべきか，してはいけないのか決めてほしい

広めてほしい（２）
同時接種の情報の普及啓発をしてほしい
安全であるならもっと広報すべき

単独接種を希望（２） 単独でも接種できるような制度にしてほしい（２）

同時接種を知らない（３） 同時接種を知らない（３）
聞いたことがなかった（２）
かかりつけ医から説明はなかった
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保護者は，限られた時間の中で，種類や回数が多く予
防接種に対する困難を感じていると考える。一方で，
フルタイムの保護者は任意接種に対する意識が高いこ
とが明らかとなった。子どもの病気に合わせて仕事を
休みにくいため病気を回避したい，なるべく予防した
いという考えが影響していると推察される。また，任
意接種は経済的な負担が大きいことも影響していると
考える。困難感の内容として自営業，専業主婦は「経
済的負担」を挙げていた。任意接種の調査において，
世帯総収入が高いほど接種率が高くなることが報告さ
れている11）。任意接種費用の助成等について検討する
必要があると考える。

子どもの人数別では，２人以上の子どもをもつ保護
者は任意接種を受けている割合が低かった。第２子以
降の保護者は，予防接種に対する認識が低いことが指
摘されている10）。しかし，複数の子どもをもつ保護者
についても定期接種は受けていた。これは，任意接種
に伴う経済的負担が大きいことが関連していることが
示唆された。

子どもの疾患の有無別では，疾患のある子どもをも
つ保護者の方が予防接種の困難を感じており，同時接
種についても知っていると答えた保護者が多かった。
疾患のある子どもに対する予防接種は，実施できる時
期が限られているため効率良く実施し，ワクチンで予
防される疾患から早期に守られる必要がある12）。その
ため子どもに疾患がある場合には，数多くある予防接
種を確実に接種するために同時接種は有効な手段であ
るといえる。保護者は，常に限られた時期に予防接種
ができるように，子どもの体調やスケジュールの管理
を行っているため困難感につながっていると考える。

３．同時接種に対する保護者の意識と今後の課題

日本小児科学会は同時接種の利点として，ワクチン
の接種率向上やワクチンで予防される疾患から早期に
守られること，保護者の経済的，時間的負担の軽減や
医療者の時間的負担の減少などを挙げている。今回の
調査で，保護者が同時接種を行う理由として「医師に
勧められた」が最も多いことや，実施時の留意点にお
いても「医師の判断に任せる」という回答が多く，同
時接種に対する保護者の意識は，医師の判断に影響さ
れていると考える。このことは，わが国では同時接種
の適応判断が実際の接種医の裁量に任されている9）と
いう指摘と同様であった。保護者の自由記述では，同

時接種について十分な説明を希望するという意見が多
く，保護者は情報が不足していることを指摘していた。

また，同時接種をしない理由では，「漠然とした不
安や安全性が確立されていない」が多く，自由記述で
も同時接種への抵抗感や同時接種に対する不安が記載
されていた。わが国では，感染症の脅威は薄れ，大き
な関心は感染症そのものから予防接種より生じる副
反応や健康被害へと向けられている13）と指摘されてい
る。日本小児科学会は，ワクチンを同時に接種して，
ワクチンの有害事象，副反応の頻度が上がることはな
いと示している。しかし，予防接種には，副反応のリ
スクがあること，まれに有害な事象が報道されること
で保護者が誤解を生むことになりかねない。医療専門
職との信頼関係は，保護者の予防接種の意思決定に良
い影響をもたらす14）とされている。医師や看護職は，
保護者の不安を受け止め，子どもたちにとって有益な
選択ができるように保護者をサポートする必要があ
る。また，子どもや保護者の負担を軽減させるために
も接種回数が減少する多種混合ワクチンの開発を進め
ていく必要があると考える。一方，積極的な接種の意
見も聞かれた。「同時接種を実施したことで第１子よ
り第２子は楽になった，ありがたい」という同時接種
と単独接種を経験した保護者の意見である。乳幼児期
の子どもをもつ就労している保護者の中には，同時接
種はありがたい制度であると受け止められており，保
護者の負担軽減につながっていると考える。今後，医
師や看護職は，同時接種のメリットやデメリットにつ
いて，保護者に十分な説明を行い，保護者の意思で同
時接種を選択できるように支援することが重要である
と考える。

本研究の限界として，A 市の認可保育所14 ヶ所の
保護者を対象としているため予防接種に積極的な方が
地域に偏っている可能性がある。また，子どもの年齢
や保育所に入所後の年月は調査していないため不明で
ある。今後は，子どもの年齢や保育所入所後の保護者
の予防接種に対する認識の変化についての検討を行う
必要がある。

Ⅴ．結　　　語

今回，保育所に通う乳幼児の保護者を対象に調査を
実施した。その結果，任意接種の接種状況や予防接種
に対する困難感は保護者の職業や子どもの人数，子ど
もの疾患の有無に影響されていること，同時接種は約
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８割強の保護者に認識されていたが，不安を持つ保護
者など３割弱は意識的に実施していないことが明らか
となった。要望として，同時接種について十分な説明
を希望する保護者が多く，医師や看護職は，保護者の
不安を受け止め，子どもたちにとって有益な選択がで
きるように保護者をサポートする必要があると考える。
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〔Summary〕
Purpose：The purpose of this study was to clarify the 

actual situation of vaccinations and the guardians’per-

ception for simultaneous inoculation of multiple vaccines 

to infants．

Methods：A self-administered questionnaire survey 

was carried out for 1,027 guardians of infants．The item 

included personal attributes，vaccination coverage， the 

coverage and the subjects’perceptions and attitudes 

concerning the simultaneous inoculation of multiple vac-

cines，and free comments．

Results：We analyzed 583 respondents from 610 guard-

ians（56.8% of effective answer rates）．The average 

age was 35.6±4.8 years old among 565 mother（96.9%）． 

The occupation status was 372 full-time workers （63.8%）

and part time workers 175（30.0%）．The inoculation sit-

uation of the optional vaccination was influenced by the 

occupation of the guardians and the number of children．

Feeling of difficulty for the vaccination was influenced by 

the occupation of the guardians and presence or absence 

of disease of children．“I know the simultaneous inocula-

tion of multiple vaccines”was answered by 485（83.2%）

guardians，“Conducted/Plan”was answered by 354

（73.0%）．Mothers（35.0%）who perform a simultaneous 

inoculation had a recommendation from family doctors．
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The reasons why mothers did not conduct a simultane-

ous inoculation of multiple vaccines were uneasiness

（23.8%）and unestablished safety（23.3%）．Free com-

ments indicated that many mothers required enough ex-

planation about the simultaneous inoculation of multiple 

vaccines．

Conclusions：This study showed that the number of 

guardians who knew the simultaneous inoculation of mul-

tiple vaccines were more than 80％．In addition，it was 

necessary to give enough explanation to guardians about 

the merits and demerits of simultaneous inoculation of 

multiple vaccines．This study suggested that doctors 

and the nurses should support guardians to do useful 

choice for a child．

〔Key words〕

vaccination，simultaneous inoculation，guardians，

consciousness survey
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